











































た の で 、 1918年 以 前 は 魯 迅 で は な い が 、 統 一 し て 魯 迅 を 用 い た 。  
 
二  作品中の中医中薬についての描き方  




むくみが足から腹や胸にまでおよび、 1896年に死亡した。  
こ の 二 つ の 作 品 に は 事 実 と 異 な る 点 が あ る と い う 指 摘 が あ る 。
『《吶喊》自序』で魯迅は４年余り質屋と薬屋に通ったと述べ























席にいるはずはなく、これは阿長であり (1 0 )、周建人も長媽々と































基 に し て い る か ら に は 、 回 想 風 自 伝 の 場 合 は な お さ ら で あ ろ う 。
そして、この作品の筆者の発表したい「考え」は藤井氏によれ
ば贖罪であるが、それだけではなく、中医中薬批判でもある。


























































のいつわらぬ姿を見るだろうと私は思う。」 (1 7 )（『《吶喊》自
序』）や、「だが、どこへ行くか。Ｓの町の人の顔はとっくに
見飽きるほど見てしまった。腹の底までだいたいわかるような











り、迷信はすべての道徳の基礎である。」 (1 9 )として迷信を擁護
し科学を攻撃するのに対し、「中国を救治するには～薬はただ
一つ、こういう迷信の敵である科学――上っ面だけのものでは






























































た と い う 。 こ の こ と か ら 「 中 薬 為 体 、 西 薬 為 用 」 は 「 中 医 為 体 、
西医為用」の間違いであることも考えられ、この場合、中国の






















機化学であった (2 5 )。当時の日本の医学はドイツなどから導入し
たものが多かったので、魯迅は西洋医学を学んだことになる。
また、魯迅はここで死体解剖を体験している (2 6 )。  






















批判し (2 8 )、 1933年に『申報自由談』に投稿した『中独国粋保存







































せ、いい加減なごまかしを許さない。」 (3 2 )と述べ、陳正敏の
『 遯 斎 閑 覧 』 の 話 を 『 本 草 綱 目 』 の 引 用 に も と づ い て 紹 介 す る 。
楊 勔 は 語 を 発 す る た び ご と に 腹 中 よ り 声 が 応 じ る 奇 病 に か か る 。
道士は『本草』を読んでいって声が応じなくなった所の薬を服
用するとよいと言う。そこで、その薬の雷丸を服用すると病は

























だけでしっかり学ぼうとしないと述べる (3 5 )。中国人の医師がよ
い方法を考え出さずとくどく述べ、しっかり学ぼうとしないと


























































に感動したと言う (3 9 )。この新聞記事とは『京報』 1925年２月５
日号の『孫中山先生の昨日の病況』であり、この記事は次のと














て い る が 、 後 で 述 べ る が 魯 迅 も 中 薬 の 効 果 は 認 め る よ う に な り 、
つまり魯迅の中医中薬についての見方は孫文と似ている。  













ある。」 (4 1 )と述べる。また、薬局でもらった水薬について、
「これは人間の問題である。仕事のやり方が的確でなければ、
何もかもが疑わしくなる。」 (4 2 )とも述べる。魯迅には中医はど
うしても信頼できないが、かといって、西洋医であればよいの
ではない。つまり、中医であれ西医であれ薬局員であれ、人の























成した書籍の訳書の販売に反感を抱く (4 3 )。  
魯迅は 1929年に、江紹原が伝統医学批判の立場で書いた『中
国人の西洋医薬と医薬学に対する反応』（原題）は有益である



















人 々 が 次 第 に 作 り 出 し た も の だ と 大 体 知 っ て い る 。 建 築 、 料 理 、
漁猟、耕作、すべてそうでないものはない。医薬もそうであ































で外国人医師が確かであったことを述べている (4 9 )。  
   



























































































四  『本草』などの医学関連の書籍  
 『狂人日記』（ 1918年）の中の『本草なんとか』については
第二章（４）と注釈（ 31）で述べたことであるが、魯迅は『本




















挙げている (5 5 )。さらに、『魯迅目賭書目』では『漢薬写真集































いると述べる (5 7 )。また、周建人は祖母の蒋氏も何廉臣に受診し
死亡したと述べ (5 8 )、これらの人は皆中医の何廉臣に受診してい
た。『紹興通史』に拠れば 1903年にアメリカ人の宣教師高福林






いての記述はない (6 0 )。 1905年より 1912年４月までのことは不明
である。  
 1912年５月以降のことはほとんど『魯迅日記』でわかり、



























と避難する。   
 魯迅は北京を去り、厦門と広東を経て、上海に移り住む。





















































には間に合わなかったと記されている (6 2 )。ダン医師の診察はや
むなく承諾したが、中医の医師の診察を受けたらという勧告に
も耳を貸さず、内山書店の内山完造にやはり須藤医師に頼むと







































































グ リ セ リ ン の 口 内 炎 の 薬 、 顆 粒 ヨ ー ド 、 お で き 用 の 細 か い 粉 薬 、
兜 安 氏 製 の 馳 名 薬 膏 （ Ointment） 、 韋 廉 氏 医 生 薬 局 製 の 如 意 膏 、
虎標万金油（タイガーバウム）や兜安氏あせも薬の外用薬。肝
油と咳止め水薬パラドールの内服薬で、この内服液以外はめっ
た に 売 り 薬 は 買 わ ず 、 医 者 の 処 方 箋 に 従 っ て 薬 を 購 入 し て い る 。
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